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ステム FishWatchr Mini1（以後，FWM）を開発し，これまでに，ディスカッション練習 (栁田, 2018;





























支援の研究の一つである。同様の研究は，教師教育・授業改善 (中島, 2008; 鈴木ほか, 2009)，医療・看
護教育 (川端ほか, 2012; 小塀ほか, 2017)，幼児教育 (植村・刑部, 2014), プレゼンテーション練習 (山

















回実施した。1 グループの人数は 3～4 名である。1 回のディスカッションは 1 回目 15 分，2・3 回目
20分である。FWMは各学生が所持するスマートフォンで動作させた。練習の流れは，次のとおりで
ある。なお，詳細については，山口・栁田 (2020)を参照されたい。
手順 1 グループ Aがディスカッション練習を行い，グループ Bが Aのディスカッションを FWMで
観察する。




























































































































































































































































































































































ンを学習者の側面から見ると，前者は S2 01と S2 02が，後者は全員のアノテーションが関係している
（図 18）。
一方，観察者側メンバー間のアノテーション結果として顕著な相違点としては，学習者 S2 02による
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